
議案第１５７号

和解及び損害賠償の額を定めることについて

平成３１年４月１１日午後３時２６分ごろ、渋川市北牧１０８９番地先

国道３５３号において、総合政策部新政策課職員運転の公用車（群馬５８

０つ５７５６）が南東に向かって走行中、公用車の前方を走行し、右折の

ため停車した 氏運転の普通乗用車（

所有者渋川市横堀２２８番地有限会社梅田設備代表取締役梅田

聡彦）に気付くのが遅れたため、リアバンパー右後方部に接触し、同氏が

負傷し、リアバンパーを破損したので、地方自治法（昭和２２年法律第６

７号）第９６条第１項第１２号の規定による和解及び同項第１３号の規定

による損害賠償の額を定めることについて、次のとおり議会の議決を求め

る。

令和元年９月３０日

渋川市長 髙 木 勉

１ 和解の内容

当事者 甲 渋川市長 髙 木 勉

乙 渋川市横堀２２８番地

有限会社梅田設備 代表取締役 梅田聡彦

（１） 甲は乙に対し、治療費２２３，６５２円、慰謝料３１９，２００

円、交通費４，７８８円、休業損害２１６，６００円、文書費３００円

、車両修理費及び代車料４４５，９９６円、総額１，２１０，５３６円

を支払う。

（２） 甲及び乙は、本件に関し、本和解条項に定めるほか、何らの債権

債務のないことを相互に確認する。

２ 損害賠償額

１，２１０，５３６円


